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北
海
道
の
東
部
、
釧
路
市
と
根
室

市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
る
厚
岸

町
は
、
海
と
陸
に
広
が
る
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
東
北

海
道
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

そ
の
厚
岸
町
に
平
成
28
年
、
東
京

で
食
品
原
材
料
の
輸
入
や
酒
類
の
輸

出
を
手
掛
け
る
堅
展
（
け
ん
て
ん
）

実
業
㈱
（
樋
田
恵
一
代
表
取
締
役
）

に
よ
り
、
道
東
地
方
初
と
な
る
ウ
ィ

ス
キ
ー
蒸
溜
所
「
厚
岸
蒸
溜
所
」
が

誕
生
し
た
。

本
産
の
入
手
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

た
め
、
自
社
製
造
を
検
討
、
場
所
を

探
し
て
い
た
。

　

厚
岸
町
は
壮
大
な
湿
原
が
広
が
り
、

夏
に
は
霧
の
発
生
が
多
く
、
ま
た

ピ
ー
ト
（
泥
炭
）
が
豊
富
な
海
辺
の

町
で
、
そ
の
風
土
は
ど
こ
か
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
ア
イ
ラ
島
に
似
て
い
る

点
が
選
定
の
決
め
手
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
厚
岸
町
は
牡
蠣
の
名
産
地

で
あ
り
、
酪
農
も
盛
ん
で
、「
牡
蠣

に
合
う
ウ
ィ
ス
キ
ー
」「
チ
ー
ズ
に

合
う
ウ
ィ
ス
キ
ー
」
な
ど
、
地
元
の

食
と
の
相
性
も
良
く
、
さ
ら
に
美
味

し
い
組
合
せ
も
可
能
と
な
る
。

　

将
来
的
に
は
厚
岸
町
で
の
大
麦
栽

培
や
ウ
ィ
ス
キ
ー
造
り
に
適
し
た
酵

母
の
採
取
、
厚
岸
町
の
ミ
ズ
ナ
ラ
を

使
っ
た
樽
の
製
作
も
成
功
さ
せ
、
町

内
で
豊
富
に
取
れ
る
ピ
ー
ト
を
使
い
、

〝
オ
ー
ル
厚
岸
産
〟
の
ウ
ィ
ス
キ
ー

　

同
社
は
「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
ウ
ィ
ス

キ
ー
」
が
海
外
で
人
気
と
な
り
、
日

を
造
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

そ
し
て
平
成
28
年
秋
に
本
格
蒸
溜
を

始
め
た
待
望
の「
厚
岸
ウ
ィ
ス
キ
ー
」

が
本
年
２
月
27
日
初
出
荷
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

全
国
か
ら
の
注
目
が
高
ま
る
中
、

品
薄
に
よ
り
、
地
元
で
も
ボ
ト
ル
入

手
困
難
の
状
況
が
予
測
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
厚
岸
町
商
工
会
（
宮
原
文

憲
会
長
）
飲
食
業
部
会
の
17
店
舗

が
「
発
売
当
日
に
、
地
元
で
飲
め
な

い
状
況
に
は
し
た
く
な
い
。
飲
食
店

が
ま
と
ま
っ
て
盛
り
上
げ
た
い
」
と
、

同
日
発
売
さ
れ
る
ウ
ィ
ス
キ
ー
「
厚

岸
Ｎ
Ｅ
Ｗ　

Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
（
ニ
ュ
ー

ボ
ー
ン
）」
を
市
販
ボ
ト
ル
で
は
な

く
、
大
型
容
器
に
入
っ
た
道
内
飲
食

店
向
け
限
定
品
を
確
保
し
、
グ
ラ
ス

売
り
す
る
企
画
を
立
て
た
。

　

 

今
回
は
27
日
限
り
だ
が
、
今
後

も
町
民
や
観
光
客
に
手
軽
に
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
継
続
的
に
グ
ラ
ス
売

り
を
行
う
方
針
で
、「
厚
岸
町
に
来

て
く
れ
れ
ば
い
つ
で
も
飲
め
る
よ
う
に

し
、
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
観
光
振

興
に
つ
な
げ
た
い
」
と
同
部
会
で
は

話
し
て
い
る
。

　
「
厚
岸
ウ
ィ
ス
キ
ー
」は
、今
後
シ
ェ

リ
ー
樽
熟
成
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど
４
回

に
渡
っ
て
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
世
界
中
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
愛

好
家
か
ら
「
本
物
」
と
認
め
ら
れ
る

よ
う
挑
戦
が
続
い
て
い
く
。

と　き　平成30年５月25日㈮　午後２時～
ところ　ホテル札幌ガーデンパレス
　　　　（札幌市中央区北１条西６丁目）
議　案　・平成29年度事業報告について
　　　　・平成29年度収支決算報告について
　　　　・役員改選その他

平成
30年度

道　商　工　連　通　常　総　会
道商工業支援協同組合通常総代会

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
目
指
し
て

「
厚
岸
ウ
ィ
ス
キ
ー
」
初
出
荷
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臨
時
総
会
は
、
委
任
状
18
名
を
含

む
全
道
の
商
工
会
長
１
３
５
名
が
出
席
。

　

冒
頭
、
荒
尾
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
道
内
経
済
は
、
観
光
面
の
好
調
さ

や
雇
用
情
勢
の
改
善
に
よ
り
、
緩
や

か
に
回
復
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少

に
よ
り
需
要
の
低
迷
が
続
い
て
い
る

商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、
人
手
不

足
の
深
刻
化
や
後
継
者
不
在
等
の
問

題
も
抱
え
て
お
り
、
小
規
模
企
業
が

経
営
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
の

認
識
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
小
規
模
支
援
法
に
基

づ
く
経
営
発
達
支
援
計
画
は
、
現
在

　
道
商
工
連
の
平
成
29
年
度
臨
時
総
会
が
３
月
７
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

提
案
さ
れ
た
29
年
度
収
支
更
正
予
算
案
と
30
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
な
ど

15
項
目
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
︒
引
続
き
開
か
れ
た
道
商
工
業
支
援
協
同

組
合
の
臨
時
総
代
会
で
も
、
30
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
が
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
︒

１
１
７
商
工
会
が
認
定
を
受
け
、
小

規
模
企
業
の
支
援
を
効
果
的
に
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

積
極
的
に
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
「
30
年
度
は
小
規
模
基
本
法
制
定

か
ら
５
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
踏
ま
え
基
本
計
画
の
見
直
し

の
協
議
が
行
わ
れ
る
た
め
、
国
で
は
、

新
年
度
も
引
続
き
、
小
規
模
企
業
の

持
続
的
発
展
に
向
け
た
伴
走
型
支
援

や
事
業
承
継
支
援
、
ま
た
消
費
税
率

変
更
の
相
談
事
業
な
ど
、
数
多
く
の

支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

連
合
会
と
し
て
も
、
小
規
模
事
業
者

が
メ
ニ
ュ
ー
を
十
分
活
用
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

引
続
き
、
本
別
町
商
工
会
の
岡
崎
勉

会
長
と
今
金
町
商
工
会
の
小
川
宏
会

長
が
議
長
に
指
名
さ
れ
、
議
案
審
議

が
進
め
ら
れ
た
。

　

30
年
度
事
業
は
、
①
経
営
発
達
支

援
事
業
と
伴
走
型
経
営
支
援
の
強
化

②
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
経
営
支

援
強
化
③
事
業
承
継
に
向
け
た
支
援

強
化
④
行
政
等
と
連
携
し
た
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
⑤
職
員
の
支

援
能
力
向
上
と
募
集
活
動
の
強
化
に

よ
る
人
材
確
保
⑥
会
員
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
の
各
種
共
済
制
度
の
推
進

の
６
項
目
を
基
本
方
針
と
し
て
進
め

る
こ
と
と
し
、
一
般
会
計
予
算
総
額

は
９
億
５
，
７
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
経
営
発
達
支
援
計

画
の
早
期
認
定
と
認
定
後
の
支
援
計

画
の
効
果
的
な
実
施
、
中
小
・
小
規

模
企
業
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て

抱
え
て
い
る
複
雑
な
課
題
を
計
画
的

に
解
決
す
る
た
め
の
専
門
家
派
遣
な

ど
、
積
極
的
な
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
事
業
承
継
が
円
滑
に
行
え

る
よ
う
に
各
支
援
機
関
と
連
携
を
図

り
、
専
門
家
の
活
用
支
援
と
後
継
者

育
成
を
進
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
行
政
等
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を
推
進
し
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
支
援
や
、
商

工
会
職
員
の
経
営
支
援
能
力
の
向
上

を
図
る
た
め
の
人
材
育
成
に
取
組
、

会
員
企
業
の
経
営
基
盤
の
安
定
・
強

化
に
向
け
て
各
種
共
済
制
度
の
加
入

推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

道
商
工
業
支
援
協
同
組
合
臨
時
総

代
会
で
は
、
金
融
事
業
の
円
滑
か
つ
適

正
な
運
営
に
努
め
、
組
合
員
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
た
融
資
制
度
の
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

平
成
29
年
度 

臨
時
総
会
開
催
さ
れ
る
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「
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ

る
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
小
規
模
事
業
者

の
事
業
の
持
続
的
発
展
を
支
援
す
る

た
め
に
商
工
会
が
策
定
し
た
「
経
営

発
達
支
援
計
画
」
の
第
５
回
認
定
申

請
の
結
果
が
、
平
成
30
年
3
月
16
日

に
公
表
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
新
規
申
請
分
・
再
申

請
分
を
含
め
、
全
国
で
３
０
０
件

３
３
１
単
会
（
２
５
４
商
工
会
・
77

商
工
会
議
所
）
が
認
定
さ
れ
、
道
内

で
は
35
商
工
会
の
申
請
の
う
ち
、
次

の
11
商
工
会
が
認
定
さ
れ
た
。

　

函
館
市
亀
田
商
工
会
・
七
飯
町
同
・

厚
沢
部
同
・
乙
部
町
同
・
せ
た
な
同
・

東
神
楽
町
同
・
東
川
町
同
・
占
冠
村

同
・
初
山
別
村
同
・
え
ん
が
る
同
・

湧
別
町
同
。

　

こ
の
結
果
、
道
内
商
工
会
の
認
定

数
は
１
２
８
商
工
会
と
な
り
、
道
商

工
連
で
は
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て

も
最
重
点
事
業
と
位
置
付
け
、
全
て

の
商
工
会
の
認
定
に
向
け
た
支
援
を

実
施
す
る
。

　

ま
た
、
商
工
会
で
は
、
認
定
さ
れ
た

計
画
に
基
づ
き
小
規
模
事
業
者
に
事

業
計
画
の
作
成
及
び
そ
の
着
実
な
実

施
を
支
援
す
る
な
ど
、
伴
走
型
の
経

営
支
援
の
取
組
を一層
強
化
し
て
い
く
。

　　

経
営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を
受

け
た
商
工
会
が
、
認
定
計
画
に
基
づ

き
、
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
事
業

計
画
策
定
等
様
々
な
伴
走
型
の
支
援

を
行
う
た
め
に
活
用
で
き
る
「
伴

走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事

業
」（
補
助
額
上
限
７
０
０
万
円
）
は
、

平
成
29
年
度
に
お
い
て
は
道
内
の
87

商
工
会
が
活
用
し
、
補
助
金
総
額
は

約
１
億
８
，
４
５
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

本
補
助
金
に
よ
っ
て
、
商
工
会
で

は
経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

需
要
を
見
据
え
た
事
業
計
画
に
基
づ

く
商
談
会
へ
の
出
展
支
援
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
、
広
報
誌
な
ど
を

活
用
し
た
需
要
開
拓
支
援
な
ど
、
売

上
や
利
益
の
確
保
と
い
っ
た
「
経
営

の
発
達
」
に
資
す
る
支
援
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
補
助
金
同
様
に
認
定
商
工

会
地
域
の
小
規
模
事
業
者
が
活
用
で

き
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

事
業
の
融
資
制
度
「
小
規
模
事
業

者
経
営
発
達
支
援
資
金
」
限
度
額
７
，

２
０
０
万
円
（
う
ち
運
転
資
金
４
，

８
０
０
万
円
）
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
第
１
四
半
期
か
ら
第
３
四

半
期
ま
で
に
３
商
工
会
４
事
業
所
が

４
，
８
０
０
万
円
を
活
用
し
て
い
る
。

「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

第
５
回
認
定
結
果
が
公
表

経
営
発
達
支
援
計
画
認
定
に
伴
う

伴
走
型
補
助
事
業
等
の
活
用
状
況

～食品事業者の皆様へ～
全ての加工食品に「原料原産地表示」が必要になります。

　平成29年9月1日に食品表示基準が改正され、これまで一
部の加工食品にのみ義務付けられていた原材料の産地表示が、
全ての加工食品に拡大されました。
　経過措置期間となる平成34年3月末までに、加工食品に使
われる重量の一番多い原材料について、その原材料が生鮮食
品の場合は「産地」を、加工食品の場合は「製造地」を表示す
る必要があります。
※外食や、容器包装に入れずに販売する場合、作ったその場で販売す
る場合、輸入品は対象外です。
　詳しい内容は消費者庁のホームページをご覧ください。
　http://www.caa.go.jp/

消費者庁食品表示企画課《電話03-3507-8800（代）》
北海道農政事務所消費・安全部表示・規格課《電話011-330-8825 》お問合せ先

～北海道からのおしらせ～
自動車税の納期限は５月３１日（木）です。忘れずに納めましょう！

○納税通知書は５月７日（月）に発付されます。
○自動車税は次の場所で納税できます。
　・道内の金融機関・郵便局
　・コンビニエンスストア
　・総合振興局、振興局又は道税事務所の窓口
○インターネット上の「Yahoo!公金支払い」サイトから
　クレジットカード納税ができます。
・パソコンやスマートフォンを利用して、インターネット上の専用サイトから5月31
日までの期間、24時間いつでもクレジットカードによる自動車税の納付手続をする
ことができます。

納税に関しては最寄りの総合振興局・振興局・道税事務所までお問い合わせください。
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/map/ichiran.htm（問い合わせ先一覧）



北 の 瓦 版 （奇数月 1 日発行）平成 30 年 5 月 1 日（　 ）4第 91 号　昭和50年8月8日第三種郵便物認可 北 の 瓦 版

企
業
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
商
工
会
も
一
緒
に
取
組
ま
す

株
式
会
社 

田
島
屋
商
店

地
域
に
根
ざ
し
愛
さ
れ
る

衣
料
品
店
を
目
指
し
て
！

～ 

桧
山
管
内　
江
差
町 

～

　

田
島
千
造
さ
ん

（
68
歳
）
が
社
長
を

務
め
る
㈱
田
島
屋
商

店
は
、
江
戸
末
期
に

お
茶
と
せ
と
も
の
を

扱
う
「
田
島
屋
」
と
し
て
江
差
に
店

を
構
え
、
田
島
社
長
が
７
代
目
。
昭

和
27
年
４
月
に
衣
料
品
小
売
業
と
し

て
創
業
し
た
。　
　

　

田
島
社
長
は
、
町
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
副
会
長
を
務
め
る
な
ど

地
域
振
興
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

店
舗
は
町
の
中
心
部
に
あ
り
、
江

戸
時
代
の
屋
敷
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建

物
が
並
ぶ
「
い
に
し
え
街
道
」
に
立
地
。

近
年
は
、
地
域
の
過
疎
化
等
に
よ
り

売
上
の
維
持
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

町
で
は
約
３
７
０
年
前
か
ら
続
く

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
が
毎
年
８
月
９

日
～
11
日
に
行
わ
れ
、
祭
で
帰
省
す

る
方
も
祭
用
品
の
購
入
に
店
を
訪
れ

る
。

　

長
年
、
店
に
通
う
お
客
様
か
ら
は

祭
衣
装
コ
ー
ナ
ー
常
設
化
の
要
望
も

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

地
元
で
愛
さ
れ
る
お
店
を
よ
り
良

く
し
た
い
と
、
巡
回
訪
問
時
に
相
談

を
受
け
、
田
島
社
長
と
の
二
人
三
脚

が
始
ま
り
、
事
業
の
現
状
と
課
題
を

把
握
し
、
販
路
拡
大
に
向
け
一
緒
に

計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

蕎
麦
と
に
じ
ま
す
料
理 

松
久
園

大
正
ロ
マ
ン
溢
れ
る
古
民
家
を
活
用

し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

～ 

十
勝
管
内　
芽
室
町
～

　

当
店
は
、
芽
室
町

の
道
道
３
１
７
号
線

沿
い
に
位
置
し
、
に

じ
ま
す
料
理
を
中

心
と
し
た
飲
食
店

と
食
料
加
工
品
製
造
を
営
ん
で
い
る
。

　

店
舗
は
初
代
の
松
久
市
治
さ
ん
が

大
正
７
年
に
住
宅
と
し
て
建
て
た
も

の
を
転
用
し
、
昭
和
36
年
に
現
在
の

「
に
じ
ま
す
料
理 

松
久
園
」
を
開
業

し
た
。
使
用
す
る
ニ
ジ
マ
ス
は
自
ら

養
殖
し
て
お
り
、
道
内
で
は
珍
し
い

「
に
じ
ま
す
料
理
」
の
飲
食
店
と
し

て
定
評
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
は
人
口
の
減
少
、

消
費
者
の
嗜
好
や
環
境
の
変
化
に
よ

り
売
上
が
減
少
し
、
収
益
率
の
悪
化

が
顕
著
で
あ
っ
た
。
現
代
表
者
４
代

目
の
松
久
大
樹
さ
ん
（
45
歳
）
は
課

題
解
決
の
た
め
商
工
会
に
相
談
し
、

企
業
診
断
を
受
け
、
各
種
補
助
金
の

活
用
や
専
門
家
の
支
援
に
よ
り
、
他

店
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
取
組
む
こ
と
と

し
た
。

　

具
体
的
に
は
当
店
の
強
み
で
あ
る

「
大
正
時
代
の
古
民
家
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
、
ブ
ラ
ン

ド
ロ
ゴ
の
作
成
、
看
板
作
成
、
店
舗

内
外
の
再
構
成
な
ど
を
実
施
。

　

特
に
、
新
メ
ニ
ュ
ー
は
、
フ
ー
ド

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
札
幌
市
の
飲
食

店
「
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
自
休
自
足
」
監
修
の

も
と
開
発
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
29
年
10
月
に
は
新
聞
広
告
や

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
オ
ー
プ
ン
」
の
告
知
を
行
い
再

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
経
営
指
導
員

に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
あ
り
、

来
店
客
数
・
売
上
と
も
に
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。

　

松
久
代
表
は
「
今
後
も
商
工
会
の

支
援
を
受
け
、
よ
り
一
層
お
客
様
の

満
足
度
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

要
望
の
あ
っ

た
祭
コ
ー
ナ
ー

を
常
設
し
、
寝

具
の
カ
タ
ロ
グ

販
売
や
自
社
Ｈ

Ｐ
に
よ
る
ネ
ッ

ト
販
売
を
開

始
し
、
全
国
の

町
出
身
者
等

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
販
路
拡
大

を
実
現
し
た
。

　

現
在
は
、
リ

ピ
ー
タ
ー
が
徐
々
に
増
え
、
口
コ
ミ

等
に
よ
り
お
客
様
か
ら
の
評
判
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　

お
客
様
の
家
族
構
成
を
熟
知
す
る

田
島
社
長

な
ら
で
は

の
心
づ
か

い
と
販
売

法
の
見
直

し
に
よ
り
、

今
後
ま
す

ま
す
の
発

展
が
期
待

さ
れ
る
。

八
雲
町
情
報
交
流
物
産
館
「
丘
の
駅
」

　
ま
ち
の
商
品
力
向
上
に一役

～
渡
島
管
内　
八
雲
町
～

　

当
館
は
年
間
70
万
人
訪
れ
る
道
立

公
園
「
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
」、

道
央
自
動
車
道
「
八
雲
Ｐ
Ａ
」
の
利

用
者
を
中
心
に
、
観
光
情
報
の
発
信
、

地
元
の
物
産
品
の
販
売
・
Ｐ
Ｒ
、
さ

ら
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
機
能
も

有
す
る
物
産
館
で
あ
る
。

　

町
や
商
工
会
、
関
係
団
体
と
の
連

携
を
密
に
し
、
来
館
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
取
組
に
よ
り
平
成
26
年
１
月

の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
来
場
者
、
売
上

等
、
好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

当
館
は
、
地
元
納
入
業
者
の
支
援

に
も
力
を
注
い
で
お
り
、
販
売
を
担

当
す
る
宮
島
物
産
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
商
品
開
発
か
ら
実
際
の
店
舗

支
援
担
当 

経
営
指
導
員 

川
岸
秀
光

　

松
久
さ
ん
は
、
地
域
活
性
化
事
業

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
そ

れ
が
お
店
の
経
営
に
も
活
か
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
商
工
会
で
支

援
で
き
る
こ
と
は
、
積
極
的
に
お
手

伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

支
援
担
当 

経
営
指
導
員 

竹
田
直
人

　

田
島
さ
ん
は
、
地
域
の
発
展
を
第
一

に
考
え
て
全
て
の
事
業
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
中
小
企
業
施
策
の
活

用
な
ど
商
工
会
で
で
き
る
支
援
に
つ

い
て
、
事
業
承
継
も
含
め
て
積
極
的
に

考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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販
売
を
見
据
え
た
支
援
方
法
で
、
小

規
模
事
業
者
が
苦
手
と
し
て
い
る
商

品
規
格
書
（
商
品
カ
ル
テ
）
の
必
要

性
、
ま
た
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
実
践
な
ど
一
貫
性
の
あ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
商
工
会
と
情
報
の
共
有
を

行
い
商
品
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。　

　

宮
島
物
産
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

「
経
営
全
般
の
サ
ポ
ー
ト
は
商
工
会
の

支
援
が
必
要
と
な
り
、
本
当
に
い
つ

も
相
談
に
乗
っ
て
助
け
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
商
工
会
さ
ん
と
一
緒
に
地

域
も
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
も
上

げ
て
行
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

商
工
会
で
は
自
慢
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
！

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

地
域
と
コ
ラ
ボ
す
る
商
工
会

商
工
会
で
は
自
慢
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
！

商
工
会
で
は
自
慢
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
！

支
援
担
当 

経
営
指
導
員 

高
田
悟
志

　

丘
の
駅
へ
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は

地
域
の
観
光
・
物
産
振
興
と
言
う
行

政
・
商
工
会
の
共
通
の
目
標
に
向
け

「
地
域
全
体
の
支
援
」
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
丘
の
駅
を
支
援
す
る
約
50

社
に
及
ぶ
納
入
事
業
者
の
新
た
な
販

路
拡
大
支
援
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
交
通
網
の
変
化
に
よ

り
、
北
海
道
の
鉄
路
が
存
廃
の
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
商
工
会
が
地
域
の

鉄
路
を
応
援
す
る
木
古
内
町
と
沼
田

町
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

■
渡
島
管
内　
木
古
内
町

　

木
古
内
町
で
は
「
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
木

古
内
駅
」
と
「
道
南
い
さ
り
び
鉄
道

木
古
内
駅
」
の
二
つ
の
駅
が
隣
接
し

て
い
る
。　
　

　

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
い
当
初

は
賑
わ
い
を
見
せ
た
が
、
開
業
２
年
目

を
迎
え
、
乗
客
数
の
減
少
や
、
駅
前

に
あ
る
道
の
駅
「
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な

い
」
か
ら
先
に
足
を
の
ば
す
観
光
客
の

少
な
さ
な
ど
課
題
も
見
え
て
き
た
。

　

木
古
内
商
工
会(

北
島
孝
雄
会
長)

で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
函
館
支
社
と
連

携
し
北
海
道
新
幹
線
を
初
め
て
利
用

す
る
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
町
内

を
広
く
観
光
し
て
も
ら
う
た
め
に

「
北
海
道
新
幹
線
ち
ょ
い
の
り
パ
ッ

ク
in
木
古
内
」
の
旅
行
商
品
を

企
画
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北

斗
～
木
古
内
）
の
片
道
、
道
南

い
さ
り
び
鉄
道
の
片
道
、
１
，

０
０
０
円
分
（
５
０
０
円
分

が
２
枚
）
の
ク
ー
ポ
ン
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
函
館
駅
発
着
で

二
つ
の
路
線
を
乗
り
比
べ
で

き
る
日
帰
り
商
品
。

　

価
格
は
大
人
一
人
３
，
８
０
０

円(

こ
ど
も
２
，
５
０
０
円)

で
、

２
０
１
７
年
10
月
１
日
～
２
０
１
８

年
３
月
31
日
ま
で
発
売
。

　

町
内
の
飲
食
店
８
店
、
土
産
店
４

店
の
12
店
舗
で
ク
ー
ポ
ン
利
用
が
可
能
。

　

北
島
会
長
は
「
参
加
い
た
だ
い
た

12
店
舗
全
て
に
お
客
様
が
訪
れ
た
。

町
内
を
回
遊
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
新
幹
線
開
業
に
よ
り
施

設
は
整
っ
た
。
あ
と
は
ソ
フ
ト
面
を

さ
ら
に
充
実
し
て
我
が
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

■
空
知
管
内　
沼
田
町

　

沼
田
町
商
工
会(

吉
住
淳
男
会
長)

で
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
バ
ス
転
換
の

方
針
を
出
し
て
い
る
留
萌
本
線
に
つ

い
て
町
民
で
考
え
て
も
ら
お
う
と

「
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
応
援
フ
ェ
ア
」
を

企
画
し
た
。

　
　

　

昨
年
に
引
続
き
２
年
目
と
な
る
本

年
は
、
３
月
５
日
か
ら
開
催
。
会
員

の
店
舗
で
１
，
３
０
０
円
分
の
お
買

い
上
げ
ご
と
に
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
石

狩
沼
田
駅
～
深
川
駅
間
の
回
数
券
１

枚
の
引
換
券
を
進
呈
す
る
。
昨
年
は
、

１
，
５
０
０
円
ご
と
に
１
枚
を
贈
り

２
，
０
０
０
枚
を
用
意
し
て
い
た

が
、
好
評
で
す
ぐ
に
無
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
本
年
は
、
枚
数
を
増
や
し
３
，

０
０
０
枚
を

用
意
し
、
町

民
の
留
萌
本

線
利
用
促
進

を
後
押
し
し

た
。

　

さ
ら
に
本

年
は
、
切
符

を
渡
す
際
に

北
空
知
の
交

通
機
関
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
行
い
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。

　

ま
た
商
工
会
で
は
４
月
25
日
に
乗

車
会
と
意
見
交
換
会
を
組
合
せ
た

「
留
萌
本
線
を
考
え
る
住
民
の
集
い
」

を
開
催
し
た
。

　

沼
田
駅
で
乗
車
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

ド
ラ
「
す
ず
ら
ん
」
の
明
日
萌
（
あ

し
も
い
）
駅
こ
と
恵
比
島
駅
で
降
車
、

同
じ
く
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
中

村
旅
館
で
特
製
駅
弁
を
配
布
、
再
び

恵
比
島
駅
か
ら
乗
車
し
て
沼
田
駅
に

戻
る
。
そ
れ
に
引
続
い
て
住
民
の
集

い
を
開
催
。
乗
車
会
は
40
名
の
定
員

だ
が
、
集
い
は
定
員
を
設
け
な
い
。

参
加
者
は
留
萌
本
線
に
対
す
る
思
い

を
忌
憚
な
く
語
り
合
っ
た
。

　

当
日
は
、
沼
田
町
産
の
酒
米
を
使

用
し
た
純
米
酒
「
雪
な
ご
り
瑞
華
」

の
新
酒
発
表
会
も
併
せ
て
開
催
し
た
。

　

吉
住
会
長
は
「
留
萌
本
線
に
つ
い

て
本
音
で
語
り
合
う
場
を
設
け
、
ま

ず
住
民
が
声
を
上
げ
な
い
と
い
け
な

い
。
声
は
、
商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
届
け
て
行

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
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経営・技術強化支援事業（エキスパートバンク事業）のご案内

こんな時、ご利用ください！

　本事業は、小規模事業者が事業の改善に向けた中長期的な経営計画・事業計画の策定や様々な経営課題の解決に向
け、専門家等を直接派遣して具体的な指導・助言により問題解決を図っていく制度です。
　技術や技能をはじめ、企業の体質改善・強化等でお困りの皆様、創業を予定している皆様、製造業・建設業・商業・サー
ビス業など業種を問わず、あらゆる分野の相談が無料で受けられます。お問合せ、申込は地元商工会へ。

販　売　促　進
●販路の拡大を図りたい、新事業に取組みたい
●お店のレイアウトを変更したい、改修したい
●商品構成をリニューアルしたい　など

Ｉ　Ｔ　関　連
●ＩＴを活用して、業務の効率化を図りたい
●ネット販売を行い、新たな顧客を獲得したい
●ホームページを開設したい　など

商　品　開　発
●既存の商品を改良したい
●特産品・工芸品開発の指導を受けたい
●パッケージ等デザインの指導を受けたい　など

経営計画・事業計画
●販売強化や設備投資等に向けた、今後の中長期的な経営計画・事業計画を策定したい
●資金繰りの安定のため、抜本的な経営改善計画の策定に向けて指導を受けたい
●事業承継を含めた事業計画全般について指導を受けたい　など

道の中小企業総合振興資金の活用を

中小企業総合振興資金のポイント
■融資利率を、今年度から０．１％引き下げました。
■小規模企業貸付【小口】の融資限度額を引き上げました（1,250万円以内⇒2,000万円以内）
■固定かつ低利な融資利率を実現
■「売上減少」や「事業規模」の拡張など、事業者の方の様々な目的に応じたメニューを用意
■中小企業者や小規模企業者の方なら、どなたでも利用可能なメニューも用意

北海道では、中小企業向けの融資制度「中小企業総合振興資金」を通じて、中小企業者の方を支援しています !

小規模企業向けのメニューである「小規模企業貸付」は、決済資金等が必要な場合などに、
融資期間が１年以内の短期資金として取扱いが可能であるなど、利用しやすくなっています。特に

資 金 名

融資対象

小規模企業貸付 小口

従業員20人（商業・サービス業は5人、宿泊業
及び娯楽業は20人）以下の小規模企業者

資金使途 事業資金（運転資金・設備資金） 信用保証 すべて信用保証協会の保証付きとする
（信用保証料が通常よりも１０％割引されます）

融資金額 ５，０００万円以内 ２，０００万円以内

信用保証協会の「小口零細企業保証制度」の
対象となる小規模企業者

融資利率
【固定金利】
　３年以内　年１．３％ ５年以内　年１．５％
　７年以内　年１．７％ １０年以内　年１．９％

【変動金利】
　年１．３％
　※融資期間が３年を超える場合に限る

融資期間 運転資金：７年以内 （うち据置１年以内）
設備資金：１０年以内 （うち据置１年以内）

１年以内の短期の
取扱い可
※短期の場合、
　一括償還可

制度の詳細は、北海道  融資制度

道中小企業課お
問
合
せ
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■相談窓口
○札幌本部 平日９：００～１７：３０　☎011-232-2407
 （土・日・祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く。）　
 札幌市中央区北1条西2丁目 経済センタービル９階
 (公財)北海道中小企業総合支援センター内

○地域拠点 毎週火曜日９：００～１７：３０
 （祝日、年末年始（12/29～1/3）を除く。）

 ※上記以外にも必要に応じてご相談を承ります。
・道南支部 ☎0138-82-9089
 函館市桔梗町379　北海道立工業技術センター内
・日胆支部 ☎0143-47-6410
 室蘭市東町4丁目28-1　室蘭テクノセンター内
・道北支部 ☎0166-68-2750
 旭川市緑が丘東1条3丁目　旭川リサーチセンター内
・オホーツク支部 ☎0157-31-1123
 北見市北3条東1丁目2　北見商工会議所内
・十勝支部 ☎0155-67-4515
 帯広市西3条南9丁目1　帯広商工会議所内
・釧根支部 ☎0154-64-5563
 釧路市大町1丁目1-1　釧路商工会議所内

売上拡大などの課題解決に向けて、
専任のコーディネーターが無料で相談に応じます。
ぜひご活用ください。
～創業､事業・資金計画､マーケティング､海外展開､事業承継､
　ＩＴ活用､法務､税務､商品開発､経営改善､生産性向上　ほか～

「北海道よろず支援拠点」のご案内
中小企業・小規模事業者等の経営相談窓口

「北海道よろず支援拠点」は、経済産業省北海道経済産業局より（公財）北海道中小企業総合支援センターが受託している事業です。

北海道よろず支援拠点ホームページ
詳細はホームページをご覧ください。 

Facebook
もありますhttp://yorozu.hokkaido.jp/

無料

事前予約制…電話・メールでお気軽にお問合せください。
☎011-232-2407　　mail: soudan@hsc.or.jp
※ご要望に応じて出前相談会を実施しています。

　

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
消

費
税
率
が
10
％
に
引
上
げ
ら

れ
「
軽
減
税
率
制
度
」
が
導

入
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
消
費
税
増

税
の
経
験
か
ら
、
消
費
税
の

価
格
へ
の
転
嫁
対
策
、
売
上

の
落
ち
込
み
へ
の
対
策
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
各
商
工
会
で
は
、
講
習
会

の
開
催
、
専
門
家
に
よ
る
個

別
相
談
会
の
実
施
、
そ
し
て

事
業
計
画
作
成
や
経
営
力
強

化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
消
費
税
引
上
げ
へ
の
対
策

を
昨
年
に
引
続
き
本
事
業
に

よ
り
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
税
率

対
応
の
レ
ジ
の
導
入
・
改
修
、

又
は
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
改

修
等
も
必
要
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
消
費
税
引
上
げ

ま
で
１
年
半
を
切
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
商
工
会
を
活
用
下
さ
い
。

︿
問
合
せ
・
ご
相
談
は
最
寄
の
商

工
会
ま
た
は
道
商
工
連
ま
で
﹀

消費税軽減税率対応窓口相談事業のご案内

　
道
商
工
連
は
、
３
月
７
日
、
札
幌

市
内
の
ホ
テ
ル
で
、
株
式
会
社
日
本

政
策
投
資
銀
行
北
海
道
支
店
長
松
嶋

一
重
氏
を
招
い
て
﹁
今
、
地
方
か
ら

で
き
る
こ
と
～
北
海
道
経
済
の
課
題

を
踏
ま
え
～
﹂
を
テ
ー
マ
に
商
工
会

長
研
修
会
を
開
催
し
た
︒

　
♢
講
演
要
旨
♢

■
地
方
創
生
の
今

　

東
京
一
極
集
中
、
地
方
人
口
減
少

の
歯
止
め
な
ど
、
日
本
の
活
力
ア
ッ

プ
に
地
方
創
生
の
取
組
が
日
本
各
地

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

現
状
は
、
地
方
の
雇
用
創
出
や
女
性

の
活
躍
機
会
が
増
加
す
る
一
方
、
東

京
地
方
間
の
人
の
流
出
入
、
便
利
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り
や
子
ど
も

を
産
み
育
て
る
環
境
の
整
備
の
遅
れ

な
ど
、
課
題
も
多
く
残
る
。

■
北
海
道
経
済
の
展
望

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
２
０
１
５

年
を
基
準
に
、
２
０
３
５
年
に
は
北

海
道
で
16
・
５
％
も
の
消
費
減
少
が

見
込
ま
れ
る
。

　

打
開
策
と
し
て
、
観
光
分
野
が
有

望
で
は
な
い
か
。

　

但
し
、
近
年
、
国
内
で
は
団
体
旅

行
よ
り
個
人
旅
行
を
選
ぶ
人
が
上

回
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
、
外
国
人
旅

行
者
に
も
見
ら
れ
る
。
訪
日
客
に
北

海
道
を
選
ん
で
も
ら
う
工
夫
や
準
備

が
早
期
に
求
め
ら
れ
る
。

■
今
、
地
方
か
ら
で
き
る
こ
と

　

数
年
後
に
訪
れ
る
課
題
に
対
し
、

地
域
の
全
て
の
関
係
者
が
危
機
感
を

共
有
し
「
み
え
る
化
」
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

市
町
村
の
枠
を
越
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
を
生
か
し
た
役
割
分
担
が
鍵

を
に
ぎ
る
。
例
え
ば
、
大
き
な
温
泉

地
、
景
勝
地
、
夜
景
や
買
物
に
適
し

た
中
核
都
市
、
ブ
ラ
ン
ド
食
材
に
欠

か
せ
な
い
農
漁
村
な
ど
、
互
い
の
特

性
を
生
か
し
協
力
す
る
こ
と
で
、
地

域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

北
海
道
で
も
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
登

録
申
請
が
進
む
中
、
ま
す
ま
す
異
業

種
間
の
連
携
が
期
待
さ
れ
る
。

■
ま
と
め

　

地
方
や
世
代
間
の
「
絆
」
を
テ
ー

マ
に
市
町
村
や
産
業
の
枠
を
越
え
た

多
様
な
事
業
や
文
化
の
融
合
が
、
地

方
を
支
え
る
第
一
歩
と
な
る
。

　

一
人
一
人
が
「
今
、
何
が
で
き
る

か
」
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
、
未

来
の
北
海
道
へ
希
望
を
つ
な
い
で
い

く
の
で
は
な
い
か
。

商
工
会
長
研
修
会
を
開
催
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管内　通信
　

北
海
道
の
南
西
部
、
渡
島
半
島
の

日
本
海
側
に
位
置
す
る
桧
山
管
内
は
、

道
内
で
も
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
顕

著
で
あ
り
、
地
域
の
生
き
残
り
に
向

け
た
取
組
を
管
内
の
商
工
会
長
会
議

な
ど
で
協
議
す
る
中
、
桧
山
管
内
７

商
工
会
の
連
携
を
深
め
、
管
内
の
魅

力
を
域
外
へ
発
信
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
北
海
道
桧
山
管
内

７
商
工
会
特
産
品
利
活
用
推
進
協
議

会
（
協
議
会
長
：
上
ノ
国
町
商
工
会

長
小
林
恭
平
）
を
設
立
し
た
。

　

協
議
会
が
行
う
事
業
は
、
檜
山
振

興
局
や
各
町
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

平
成
29
年
度
か
ら
３
年
間
、
管
内
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
漁
業
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
の

販
路
開
拓
や
、
新
商
品
開
発
な
ど
の

掘
り
起
こ
し
を
継
続
し
て
行
う
。
７

町
の
食
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
る
こ
と

で
、
各
町
の
商
工
業
の
活
性
化
や
管

内
の
発
展
に
繋
げ
る
。

　

昨
年
９
月
に
は
、

東
京
浅
草
で
開
催
さ

れ
た
「
特
別
区
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

魅
力
発
信
イ
ベ
ン

ト
」
と
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
た
「
北
海
道
味
覚
マ
ル
シ
ェ

in
札
幌
」
へ
そ
れ
ぞ
れ
出
展
し
、
７

町
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
同
11

月
に
は
、
価
値
に
気
づ
か
れ
て
い
な

い
埋
も
れ
て
い
る
地
域
資
源
を
掘
り

起
こ
す
こ
と
で
、
新
商
品
開
発
や
付

加
価
値
の
向
上
を
目
指
す
た
め
「
売

れ
る
も
の
づ
く
り
、
仕
掛
け
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談
会
in
上

ノ
国
」
を
開
催
し
、
セ
ミ
ナ
ー
は
、

１
７
０
名
、
個
別
相
談
会
に
は
5
社

が
参
加
し
、
食
の
魅
力
の
磨
き
上
げ

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
2
月
16
日
か
ら

3
月
25
日
ま
で
、
北
海
道
を
テ
ー
マ

と
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ッ
プ

で
あ
る
「
北
海
道
く
ら
し
百
貨
店
札

幌
ノ
ル
ベ
サ
」
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
フ
ロ
ア
に
お
い
て
、「
檜
山
地
方

７
町
出
張
市
場
」
を
開
催
し
、
７
町

の
特
産
品
や
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
と
と
も
に
、
開
催
期
間
中
は
同
フ

ロ
ア
の
飲
食
店「
ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ジ
」

で
７
町
の
食
材
を
使
用
し
た

試
作
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

な
ど
、
管
内
の
魅
力
を
発
信

し
た
。

　

事
業
開
始
２
年
目
と
な
る

平
成
30
年
度
は
、
継
続
し
て

桧
山
７
町
の
魅
力
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
経
営
発
達
支

援
計
画
の
認
定
を
受
け
た
７

商
工
会
の
伴
走
型
支
援
に
よ
っ
て
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
を

行
う
小
規
模
事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

強
化
し
て
い
く
。
桧
山
７
町
の
生
き

残
り
に
向
け
た
取
組
が
始
ま
っ
た
。

　

寿
都
商
工
会
（
金
子
光
司
会
長
）

で
は
、
共
同
販
売
拠
点
（
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
）
に
よ
る
地
域
産
品
等
の

販
路
開
拓
支
援
事
業
の
助
成
を
受
け
、

「
寿
都
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
神
楽（
か

ぐ
ら
）」
を
昨
年
11
月
に
ニ
セ
コ
町

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

商
工
会
で
は
、
定
住
人
口
が
減
少

し
て
い
く
こ
と
な
ど
か
ら
交
流
人
口

の
増
加
と
地
元
産
品
の
販
路
拡
大
に

向
け
、
町
の
支
援
を
受
け
開
設
し
た
。

　

近
年
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
及
び
長
期
滞
在
型
観
光

客
の
増
加
が
著
し
く
、
後
志
全
体
の

観
光
地
を
め
ぐ
る
周
遊
観
光
や
ニ
セ

コ
町
と
寿
都
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活

か
し
た
連
携
強
化
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
寿
都
町
と
協
議
を
重
ね
、

ニ
セ
コ
町
曽
我
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

店
内
で
は
、
寿
都
で
水
揚
げ
し

毎
日
直
送
さ
れ
る
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
、

タ
ラ
な
ど
20
種
類
以
上
の
鮮
魚
や

「
ほ
っ
け
飯
寿
し
」「
生
炊
き
し
ら
す

佃
煮
」
な
ど
水
産
加
工
品
等
の
特
産

品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
寿
都
産
の
魚
介
類
と
ニ
セ

コ
産
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
提
供

す
る「
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」

（
74
席
）
を
併
設
し
、
販
売
と
飲
食

の
両
輪
で
販
路
拡
大
を
目
指
す
。

　

商
工
会
で
は
、
単
な
る
一
方
通
行

の
販
売
で
は
な
く
、
出
品
事
業
者
に

消
費
動
向
等
の
情
報
分
析
結
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
商
品
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
支
援
と
と
も
に
地
域
全
体

の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

（
場
所
：
ニ
セ
コ
駅
か
ら
車
で
約
5
分
、

　
　
　

 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ニ
セ
コ
店
向
か
い
）

　

興
部
町
商
工
会
青
年
部
（
遠
山
耕

平
部
長
）
で
は
、
地
域
活
性
化
と
部

員
事
業
所
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

応
援
を
目
的
に
、「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
事
業
」
を
平
成
29
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
。

　

応
援
第
１
号
事
業
と
し
て
決
ま
っ

た
の
が
、
興
部
産
牛
乳
を
使
い
棒
状

に
固
め
た
フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト

の
商
品
化
と
地
域
振
興
事
業
と
の
連

携
で
あ
る
。
製
造
元
の
部
員
事
業
所
、

㈲
ア
ド
ナ
イ
の
堤
田
ひ
か
る
副
部
長

の
「
ひ
か
る
」
か
ら
商
品
名
を
「
フ

ラ
ッ
シ
ュ
く
ん
」
と
し
た
。

　

地
域
活
性
化
を
目
指
す
た
め
に
青

年
部
で
何
度
も
協
議
し
た
結
果
、「
地

域
で
消
費
活
動
を
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
何
か
仕
掛
け
が
必
要
」
と
の
意

見
に
よ
り
、
商
品
を
「
当
た
り
棒
付

き
」
と
し
、
商
工
会
が
発
行
す
る
共

通
商
品
券
と
交
換
で
き
る
仕
組
み
に

桧山
管内

後志
管内

オホーツク
管内

桧
山
管
内
の
魅
力
を
発
信

～
北
海
道
桧
山
管
内
７
商
工
会

特
産
品
利
活
用
推
進
協
議
会
～

「
寿
都
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
神
楽（
か
ぐ
ら
）」

ニ
セ
コ
町
に
オ
ー
プ
ン

フ
ロ
ー
ズ
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
く
ん
」
で

地
域
活
性
化
！

北
海
道
く
ら
し
百
貨
店　
檜
山
地
方
７
町
出
張
市
場

管内　通信
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管内　通信
し
た
。

　

商
品
券
は
興
部
町

内
の
商
工
会
員
事
業

所
の
み
利
用
可
能
で

あ
り
、
町
内
の
消
費

喚
起
が
期
待
で
き
る
。

当
た
り
棒
は
２
種
類
あ
り
、
ゴ
ー
ル

ド
フ
ラ
ッ
シ
ュ
１
本
、
ま
た
は
シ
ル

バ
ー
フ
ラ
ッ
シ
ュ
５
本
で
商
品
券

５
０
０
円
分
と
交
換
可
能
。

　

青
年
部
は
商
工
会
か
ら
商
品
券
を

購
入
し
当
た
り
棒
と
の
交
換
を
行
う
。

購
入
に
必
要
な
事
業
費
は
全
て
青
年

部
の
自
己
財
源
か
ら
支
出
さ
れ
て
お

り
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
収
益
を
財
源

と
し
て
い
る
。
３
月
に
は
寄
付
事
業

と
し
て
メ
イ
ン
顧
客
層
に
な
り
う
る

小
・
中
学
生
へ
の
知
名
度
向
上
の
た

め
、
学
校
給
食
に
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
く

ん
」
を
無
料
提
供
し
た
。

　

平
成
30
年

度
か
ら
は
興

部
町
か
ら
も

商
品
開
発
支

援
を
受
け
る

予
定
で
あ
り
、

遠
山
部
長
は

「
パ
ッ
ケ
ー

ジ
や
新
た
な

味
な
ど
を
再

検
討
し
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど

で
も
販
売
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
く
ん
」
は
興
部
町

内
の
青
年
部
員
事
業
所
や
「
道
の
駅

お
こ
っ
ぺ
」
で
一
本
１
５
０
円
で
購

入
で
き
る
。

　

利
尻
富
士
町
商
工
会
青
年
部
（
長

岡
裕
基
部
長
）
は
、
町
内
独
身
男
性

の
出
会
い
の
場
を
設
け
る
た
め
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
〝
島
コ
ン
〟
を
平
成
26

年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
青
年
部
内
に
お
い
て
、

「
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
新
し
い
事

業
は
で
き
な
い
か
」
と
協
議
し
て
い

た
際
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
効
果
が

期
待
で
き
る
と
の
こ
と
か
ら
本
事
業

の
発
案
に
至
っ
た
。

　
〝
島
コ
ン
〟
事
業
は
、
利
尻
富
士

町
の
ほ
か
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ

リ
ー
㈱
（
札
幌
市
）、
ノ
ッ
ツ
ェ
㈱

結
婚
情
報
セ
ン
タ
ー
（
旭
川
市
）
の

協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。

　

女
性
参
加
者
の
参
加
費
は
無
料
。

利
尻
島
ま
で
の
交
通
費
の
補
助
が
あ

る
ほ
か
、
フ
ェ
リ
ー
も
無
料
で
利
用

で
き
る
な
ど
利
尻
富
士
町
の
支
援
を

得
な
が
ら
女
性
が
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
備
し
て
い
る
。

　

青
年
部
で
は
島
外
か
ら
の
女
性
参

加
者
の
募
集
活
動
を
ノ
ッ
ツ
ェ
㈱
と

連
携
し
て
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
準
備
・
運
営
を
全
て

行
っ
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
２
日
間
で
開
催
さ
れ
、

初
日
は
顔
合
わ
せ
と
自
己
紹
介
タ
イ

ム
で
親
睦
を
深
め
る
。

　

メ
イ
ン
の
２
日
目
は
豊
か
な
自
然

と
触
れ
合
う
利
尻
観
光
を
は
じ
め
、

利
尻
の
味
覚
で
あ
る
ウ
ニ
な
ど
の
海

産
物
を
島
内
の
独
身
男
性
と
一
緒
に

堪
能
し
、
夕
刻
か
ら
の
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
意
中
の
相
手
と
交
流
を

深
め
合
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
企

画
と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
は
男
性
６
名
、
女
性

５
名
の
参
加
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
終

了
時
に
は
２
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

す
る
な
ど
一
定
の
成
果
が
挙
が
っ
て

い
る
。

　

同
青
年
部
で
は
、「
こ
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
結
婚
す
る

カ
ッ
プ
ル
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

厚
真
町
商
工
会（
寺
坂
文
秀
会
長
）

で
は
、
㈱
あ
つ
ま
ス
タ
ン
プ
会
と
の

共
同
事
業
で
平
成
29
年
10
月
か
ら
Ｉ

Ｃ
型
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
を
開
始

し
た
。

　

㈱
あ
つ
ま
ス
タ
ン
プ
会
で
は
、
法

人
設
立
当
初
か
ら
印
字
型
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
た
が
、
導
入
か
ら
15
年
を

経
過
し
て
機
器
類
の
補
修
が
困
難
と

な
り
、
ま
た
こ
の
間
に
、
地
域
の
人

口
減
少
に
よ
る
購
買
力
低
下
や
、
大

型
商
業
施
設
の
近
郊
都
市
へ
の
出
店

に
よ
る
消
費
流
出
も
続
き
、
町
内
商

業
者
の
売
上
減
少
が
顕
著
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た

め
、
商
業
者
が
地
域
と
連
携
し
た
販

売
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
組
の
必
要
性
か

ら
、
今
回
の
Ｉ
Ｃ
型
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
「
あ
つ
ま
る
カ
ー
ド
」
の
導
入
を

決
定
し
た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
既
存
加
盟
店
の

シ
ス
テ
ム
更
新
を
行
っ
た
ほ
か
、
広

く
未
加
盟
店
に
も
加
盟
の
募
集
を
行

い
16
店
舗
が
新
た
に
加
盟
し
た
。
ま

た
、
厚
真
町
が
町
民
へ
の
福
祉
還
元

と
し
て
発
行
し
て
い
る
金
券
を
ポ
イ

ン
ト
化
し
、
町
内
で
の
消
費
拡
大
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
今

回
初
の
試
み
と
し
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

付
加
機
能
を
活
用
し
た
「
高
齢
者
見

守
り
事
業
」
を
厚
真
町
と
協
定
し
た
。

　

今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
プ
リ
ペ

イ
ド
機
能
を
活
用
し
て
、
毎
年
金
券

で
発
行
し
て
い
る
地
域
商
品
券
や
厚

真
町
の
各
種
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
付
与

な
ど
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

宗谷
管内

胆振
管内

青
年
部
に
よ
る

＂
島
コ
ン
＂
事
業
で

人
口
増
加
を
目
指
す
！

Ｉ
Ｃ
型
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
導
入
の
共
同
事
業

管内　通信
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商
工
会
人
事
（
４
月
１
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
知
内
商
工
会
事
務

局
長
（
新
任
）
松
崎
光
一
▽
七
飯
町

同（
新
任
）對
馬
伸
哉
▽
八
雲
同（
同

経
営
指
導
員
）
伊
藤
鋼
咲
▽
長
万
部

同
（
新
任
）
中
森
惠
▽
奥
尻
同
（
新

任
）
松
川
治
樹
▽
せ
た
な
同
（
新
任
）

高
野
利
廣
▽
島
牧
同
（
新
任
）
小
川

英
俊
▽
泊
村
同
（
新
任
）
佐
藤
茂
樹

▽
月
形
同
（
新
任
）
清
水
英
俊
▽
新

十
津
川
町
同（
浦
臼
町
経
営
指
導
員
）

西
條
正
規
▽
南
富
良
野
町
同（
新
任
）

安
部
浩
明
▽
和
寒
町
（
新
任
）
保
土

澤
澄
夫
▽
剣
渕
同
（
新
任
）
加
藤
裕

▽
幌
加
内
町
同
（
同
経
営
指
導
員
）

鈴
木
藤
雄
▽
増
毛
町
（
新
任
）
小
谷

木
雅
仁
▽
小
平
町
同
（
新
任
）
松
谷

悟
▽
枝
幸
町
同
（
新
任
）
田
部
秀
人

▽
豊
富
町
同
（
新
任
）
板
垣
壽
徳
▽

豊
浦
町
同
（
新
任
）
橋
田
正
二
▽
安

平
町
同
（
同
経
営
指
導
員
）
前
田
淳

一
▽
日
高
町
同
（
道
商
工
連
地
域
企

画
課
専
任
支
援
員
）
中
井
卓
▽
新
冠

町
同
（
新
任
）
大
竹
信
▽
様
似
町
同

（
同
経
営
指
導
員
）
石
井
俊
英
▽
新

ひ
だ
か
町
同
（
新
任
）
渡
辺
勝
造
▽

鹿
追
町
同
（
新
任
）
島
か
お
る
▽
新

得
町
同
（
新
任
）
若
原
俊
隆
▽
更
別

村
同
（
白
糠
町
経
営
指
導
員
）
森
政

司
▽
大
樹
町
同
（
新
任
）
大
林
一
博

▽
広
尾
町
同
（
新
任
）
保
志
悟
▽
幕

別
町
同
（
新
任
）
坂
口
惣
一
郎
▽
池

田
町
同
（
新
任
）
井
上
圭
一
▽
別
海

町
同
（
同
経
営
指
導
員
）
宍
戸
淳
一

〈
経
営
指
導
員
〉
▽
八
雲
商
工
会
経

営
指
導
員
（
壮
瞥
町
同
）
櫻
田
琢
磨

▽
浦
臼
町
同
（
音
威
子
府
村
同
）
越

田
慎
男
▽
比
布
同
（
同
補
助
員
）
吉

田
豊
▽
上
川
町
同
（
美
瑛
町
同
）
三

枝
敏
九
▽
音
威
子
府
村
同
（
同
補
助

員
）
阿
部
隆
史
▽
美
瑛
町
同
（
上
川

町
同
）
堺
靖
典
▽
幌
加
内
町
同
（
比

布
同
）
中
川
敏
▽
苫
前
町
同
（
新
ひ

だ
か
町
補
助
員
）
森
慶
大
▽
初
山
別

村
同
（
小
平
町
補
助
員)

瀬
川
洋
樹

▽
幌
延
町
同
（
豊
富
町
同) 

永
瀬
忍

▽
枝
幸
町
同
（
同
記
帳
指
導
職
員
）

岡
徹
也
▽
豊
富
町
同
（
枝
幸
町
同)

成
田
健
▽
き
た
み
市
同（
苫
前
町
同
）

西
方
秀
和
▽
湧
別
町
同（
同
補
助
員
）

三
橋
裕
介
▽
雄
武
町
同（
同
補
助
員
）

笹
真
大
郎
▽
大
空
町
同
（
芽
室
町
補

助
員
）
高
野
慶
太
▽
壮
瞥
町
同
（
厚

沢
部
補
助
員
）
秋
元
一
秀
▽
厚
真
町

同
（
同
補
助
員
）
大
友
隆
行
▽
安
平

町
同
（
厚
真
町
同
）
野
呂
政
幸
▽
様

似
町
同
（
え
り
も
町
同
）
河
合
尚
任

▽
え
り
も
町
同
（
同
事
務
局
長
）
辻

一
範
▽
広
尾
町
同
（
陸
別
町
同
）
佐

久
間
宣
明
▽
幕
別
町
同
（
池
田
町
記

帳
専
任
職
員
）
水
上
慎
也
▽
池
田
町

同
（
浜
中
町
同
）
立
花
好
基
▽
本
別

町
同
（
幕
別
町
同
）
前
田
弘
行
▽
陸

別
町
同
（
本
別
町
同
）
若
松
英
寿
▽

浜
中
町
同
（
同
補
助
員
）
久
保
佳
介

▽
白
糠
町
同
（
天
塩
補
助
員
）
内
田

一
哲
▽
別
海
町
同
（
同
補
助
員
）
吉

野
涼
子
▽
羅
臼
町
同
（
厚
岸
町
補
助

員
）
留
目
直
樹

【
退
職
】（
３
月
31
日
）

〈
事
務
局
長
〉
▽
知
内
商
工
会
事
務

局
長
山
田
貴
志
▽
七
飯
町
同
中
川
義

典
▽
八
雲
同
山
田
昭
▽
長
万
部
同
大

山
亨
▽
奥
尻
同
大
須
田
均
▽
せ
た
な

同
山
田
孝
男
▽
島
牧
同
大
西
敏
夫
▽

泊
村
同
飯
田
有
二
▽
月
形
同
小
枝
弘

▽
新
十
津
川
町
同
吉
田
政
広
▽
南
富

良
野
町
同
山
西
暢
哉
▽
和
寒
町
同
安

孫
子
敏
己
▽
剣
渕
同
酒
井
鉄
哉
▽
小

平
町
同
門
脇
秀
樹
▽
枝
幸
町
同
田
村

信
義
▽
豊
富
町
同
小
笠
原
周
二
▽
置

戸
町
同
小
鷹
浩
昭
▽
豊
浦
町
同
徳
田

照
男
▽
安
平
町
同
髙
田
潔
▽
日
高
町

同
北
野
徹
▽
新
冠
町
同
坂
口
智
幸
▽

様
似
町
同
川
崎
正
春
▽
鹿
追
町
同
林

正
信
▽
更
別
村
同
及
川
末
雄
▽
大
樹

町
同
廣
瀬
庄
治
▽
広
尾
町
同
金
川
清

美
▽
幕
別
町
同
八
代
芳
雄
▽
池
田
町

同
三
島
孝
行
▽
別
海
町
同
五
十
嵐
和

夫〈
経
営
指
導
員
〉
▽
初
山
別
村
商
工

会
経
営
指
導
員
中
原
肇
▽
幌
延
町
同

成
田
義
弘
▽
湧
別
町
同
粕
谷
浩
司
▽

大
空
町
同
佐
藤
淳
晃
▽
広
尾
町
同
秋

山
勇
夫
▽
羅
臼
町
同
越
湖
裕
昭

道
商
工
連
人
事
（
４
月
１
日
）

▽
組
織
経
営
支
援
部
長
（
組
織
経
営

支
援
部
参
事
）
藤
谷
敏
彦
▽
総
務
部

参
事
（
組
織
経
営
支
援
部
参
事
兼
企

業
支
援
課
長
）
岩
谷
晃
好
▽
組
織
経

営
支
援
部
参
事
兼
企
業
支
援
課
長

（
参
事
兼
道
北
支
所
長
）
高
橋
彰
▽

総
務
課
長
（
組
織
支
援
課
長
）
中
畑

雅
幸
▽
市
場
開
拓
支
援
課
長
（
地
域

企
画
課
長
）
西
村
幸
則
▽
広
域
支
援

課
長
兼
道
央
圏
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー

長
（
広
域
支
援
課
長
）
敦
澤
琢
弥
▽

会
員
サ
ー
ビ
ス
課
長
（
オ
ホ
ー
ツ
ク

支
所
長
）
新
谷
英
記
▽
組
織
支
援
課

長
（
十
勝
支
所
長
）
星
圭
司
▽
人
事

研
修
課
長
（
人
事
研
修
課
調
査
役
）

齊
藤
文
雄
▽
道
北
支
所
長
（
総
務
課

長
兼
人
事
研
修
課
長
）
渡
部
正
樹
▽

十
勝
支
所
長
（
企
業
支
援
課
主
幹
兼

広
域
支
援
課
主
幹
）
大
山
信
幸
▽
オ

ホ
ー
ツ
ク
支
所
長
（
道
北
支
所
主

幹
）
佐
々
木
健
雄
▽
組
織
支
援
課
主

査
（
釧
根
支
所
主
査
）
工
藤
大
幸
▽

広
域
支
援
課
主
任
兼
企
業
支
援
課
主

任
（
広
域
支
援
課
主
任
）
堀
井
眞
▽

広
域
支
援
課
主
任
兼
市
場
開
拓
支
援

課
主
任
（
広
域
支
援
課
主
任
）
小
川

裕
平
▽
特
別
推
進
局
主
任
（
総
務
課

主
任
）大
場
悠
子
▽
総
務
課
主
事（
道

南
支
所
主
事
）
釜
田
紗
季
▽
企
業
支

援
課
主
査
兼
広
域
支
援
課
主
査
（
き

た
み
市
商
工
会
経
営
指
導
員
）
大
月

純
子
▽
道
北
支
所
主
任
（
雄
武
町
同

経
営
指
導
員
）
柳
田
拓
也
▽
釧
根
支

所
主
任（
長
万
部
同
記
帳
専
任
職
員
）

廣
島
剛
▽
参
与
（
再
雇
用
）
石
橋
孝

▽
組
織
経
営
支
援
部
参
事
（
同
）
津

呂
真
一
▽
企
業
支
援
課
調
査
役（
同
）

島
谷
制
剛

【
退
職
】（
３
月
31
日
）

▽
地
域
企
画
課
兼
企
業
支
援
課
専
任

支
援
員
出
貴
之

人
事
異
動

人
事
異
動
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後
志
管
内

寿
都
町
に
あ

る
㈱
山
下
水

産
（
山
下
邦

雄
代
表
取
締
役
）
は
、
国
内
で
ま
だ

産
業
利
用
さ
れ
て
い
な
い
海
藻
の
ダ

ル
ス
を
原
材
料
に
し
た
佃
煮
を
製
品

化
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
す
る
食
感
を

実
現
す
る
な
ど
の
加
工
技
術
が
高
く

評
価
さ
れ
、
平
成
28
年
度
北
海
道
新

技
術
・
新
製
品
開
発
賞
の
食
品
部
門

で
大
賞
を
受
賞
し
た
。

◇
ダ
ル
ス
と
は
何
で
す
か

　

紅
藻
類
の
海
藻
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

や
カ
ナ
ダ
な
ど
で
は「
海
の
パ
セ
リ
」

と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
わ
が
国
で
は
昆
布
養

殖
の
ロ
ー
プ
に
付
着
し
、
昆
布
の
育

成
を
阻
む
厄
介
者
と
認
識
さ
れ
捨
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

◇
活
用
す
る
き
っ
か
け
は

　

当
社
の
主
要
原
料
で
あ
る
天
然
岩

の
り
が
、
海
の

環
境
変
化
に
よ

り
著
し
く
減
少
、

安
定
確
保
の
た

め
未
利
用
原
料

で
あ
る
ダ
ル
ス
に
目
を
向
け
ま
し
た
。

調
べ
る
と
ダ
ル
ス
は
豊
富
な
栄
養
素

が
あ
り
、
抗
菌
化
作
用
も
あ
る
ス
ー

パ
ー
フ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

◇
製
品
化
へ
の
課
題
や
こ
だ
わ
り
は

　

当
社
の
伝
統
で
あ
る
手
間
隙
掛
け

た
炊
く
技
術
を
駆
使
し
、
の
り
に
似

た
香
味
と
食
感
を
生
か
す
為
に
思
考

錯
誤
を
何
度
も
繰
返
し
、
繊
細
な
味

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
商
品
名
に
は
、

あ
え
て
知
名
度
の
無
い
「
ダ
ル
ス
」

の
名
前
を
取
入
れ
ま
し
た
。

◇
ダ
ル
ス
の
評
判
は

　

お
客
様
か
ら
は
「
ダ
ル
ス
っ
て

何
？
」
と
手
に
と
っ
て
頂
き
、
買
い

求
め
ら
れ
た
方
か
ら
は
「
の
り
の
佃

煮
と
比
べ
食
感
が
良
い
」
と
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
ま
た
栄
養
豊
富
で
あ

る
こ
と
も

支
持
さ
れ
、

リ
ピ
ー

タ
ー
も
増

え
て
お
り

好
調
で
す
。

◇
今
後
の
事
業
展
望
に
つ
い
て

　

山
下
社
長
は
、「
主
要
原
料
の
著

し
い
減
少
や
深
刻
な
人
手
不
足
な
ど

課
題
は
あ
る
が
、
常
に
消
費
者
に
目

を
向
け
、
新
た
な
原
料
に
目
を
向
け
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
こ
と
で
、
当

社
の
伝
統
・
技
術
を
守
っ
て
行
き
た

い
、
町
も
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
」

と
語
っ
た
。

　

５
月
に
は
、
ダ
ル
ス
を
原
料
と
し

た
新
た
な
商
品
を
発
売
予
定
。

【
企
業
概
要
】

創　

業　

大
正
４
年

（
昭
和
52
年
４
月
法
人
化
）

資
本
金　

２
千
３
百
万
円

従
業
員　

55
名

年　

商　

８
億
円

挑
戦
す
る
企
業

株
式
会
社
山
下
水
産
〔
寿
都
町
〕

　
平
昌
冬
季
五
輪
で
は
、
道
内
出
身
選
手

の
活
躍
が
目
覚
し
く
、「
カ
ー
娘
」、「
そ

だ
ね
ー
」
な
ど
選
手
と
と
も
に
冬
の
競
技

に
日
本
中
が
熱
く
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
暖
か
な
春
を
迎
え
、
歴
史
あ

る
北
の
瓦
版
も
５
月
号
よ
り
全
頁
カ
ラ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
末
永
く
北
の
瓦
版
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

2018年度おすすめ講座のご案内

中小企業大学校旭川校 TEL 0166-65-1200

北海道の中小企業及び地域の課題・ニーズに合わせた「自社課題解決型」講座が目白押し！

講座の詳細は で検索！お申込みも web から！

人材育成は中小企業大学校旭川校にお任せください！中小企業の「ひとづくり」に貢献します。

お気軽にお問い合わせください

旭川市緑が丘東 3 条 2 丁目 2-1

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 北海道本部

■№6 会社を強くする人事・労務管理

■№8 チームマネジメント強化講座

■№9 売れ続ける関係を創る！企業の魅力の伝え方

2018年5月23日（水）～５月25日（金）　　　　31,000円（税込）　　　　管理者・新任管理者（候補者）

2018年5月23日（水）～５月25日（金）　　　　31,000円（税込）　　　　管理者・新任管理者（候補者）

2018年5月28日（月）～5月29日（火）　　　　22,000円（税込）　　　　経営者、経営幹部（候補者）

期　間 受講料 対象者

期　間 受講料 対象者

期　間 受講料 対象者

中小　旭川


